
高齢者独居の増加で地域支援者が認知症・精神疾患などある人への関わり方が難しい

　　

　　⇒本人の在宅生活を支える地域の支援者が安心して見守れる環境づくり

　　　　緊急時の対応の検討

　　　　認知症・精神疾患に対する地域の方の理解を深める活動

　　　　権利擁護支援の強化

地域包括支援センター・相談窓口の存在がまだまだ知られていない

　　⇒多くの人が集う場での周知活動

　　　 商店街の催しなどに参加し、周知活動を継続

　　    スーパー、金融機関など誰もが利用する場所へ情報誌などを定期的に配布　

課題１

課題2

地域ケア会議から見えてきた課題と今後の取り組み


